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 論文全体の構成は研究 1，研究 2，研究 3の 3 つからなり，計 9つの実験を含んでいる。研究 1と研
究 2は IRT に関する計 5 つの実験から構成され，フリーオペラント実験パラダイムを用いて，基礎的・
行動的データから時間が行動に与える影響を検討している。研究 3 は強化遅延時間を扱う 4 つの実験
から構成され，遅延価値割引実験パラダイムを用いて，応用的・選択データから時間が価値判断に与
える影響を検討している。 
 研究 1「反応間間隔と報酬量についての実験心理学的研究」では報酬量が IRT に応じて増加する強
化スケジュールを用いて，報酬量・強化確率が IRT の長さに与える影響を 2 つの実験によって検討し
ている。実験の結果，IRT の長さによって単位時間当たりの報酬量が異なる場合には，報酬量が最大
となる IRT 付近での反応が見られるが，IRT の長さに関わらず単位時間当たりの報酬量が一定の場合
には，強化確率によって選好される IRT の長さが変わることが示された。 
 研究2「反応間間隔の系列依存性についての実験心理学的研究」では IRTに応じて強化確率が上昇する強化
スケジュールを用いて，選好される IRT の長さおよび IRT 系列依存性・IRT 変動性を 3 つの実験によって調べて
いる。実験の結果，被験者によって選好される IRT の長さが異なること，IRT 系列依存性が認められることが示され
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構成の重要性は言うまでもないが，本論文では，すべてポストホックに複数のモデルが作られてデ
ータとの適合性に関しての考察がなされているだけで，モデルが予測する特異的行動を引き出すよう
































公開審査会開催日        2008 年 11 月 26 日 
審査委員資格 所属機関名称・資格 博士学位名称 氏 名 
主任審査委員 早稲田大学文学学術院 教授  西本 武彦 
審査委員 早稲田大学文学学術院 教授  木村 裕 
審査委員 早稲田大学文学学術院 教授 博士（学術）東工大 竹村 和久 
審査委員 慶應義塾大学文学部 教授 文学博士 慶大 坂上 貴之 
審査委員    
 
